
審査講評
■都市景観・都市基盤・都市機能それぞれに対する、コンセプト・配置イメージから整備手法・整備イメージが非常に丁
寧に検討されている。駅を降りて、宇都宮丘陵や中心市街地方面へと広がる視点場を創出するため、高台やステップ状
の広場を設けるなど、宇都宮の景観を活かした発想を高く評価した。

■駅前の一連の建築やステップ広場がこのボリューム・形態で適切なのかについては賛否があろうが、形態構想力は評価
できる。デッキから直接橋に降りるルートはユニークな提案だが、巨大なペデストリアンデッキには疑問が残る。提案
としては成立している一方、グランドレベルが活かせていないように見えるのが残念。

■リサーチから課題整理までは、表現を含め秀逸である。一方その解としての２枚目の提案は、テーマが近未来の宇都宮
であったのに対し、駅前の街区が 20 世紀的なビルの林立となっているように感じられた。駅前広場のデザインや繋がり
が明確になるとなお良かったと思われ、今後の可能性に期待し奨励賞としたものである。

景山　亮［株式会社日建設計 都市・社会基盤部門］
受賞者
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Combine Utsunomiya
奨励賞



■3つの Sで明日の宇都宮をつくるという考え方が明確に示され、歴史、都市の構造を踏まえた歩行者中心の空間を提案し
ている。

■駅前を人中心の空間にするため、区域内は公共交通のみに限定するという思い切った考えを高く評価した。駅前を歩行者
が安心してくつろげる空間にするなど、人中心の空間形成に向けたアイデアが豊富で、人の動きや歩行者の視点に配慮し
た提案がされている。

■LRTの駅を建築物として解き、駅建築の中を LRT軌道が通っている案はユニークで新しい可能性を感じさせる。

■川沿いの空間づくりが秀逸。ペデストリアンデッキを使って駅から直接田川に導くルート、田川に向かうテラスとデッキ
など、魅力的な空間が配置されている。駅北側の遊休地も単なる空地とせず、観光・余暇の拠点として提案されており、建
築と空地のバランスも良い。ただ、全体を統合するコンセプトが若干弱い点が残念。

審査講評
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■現在、様々な分野におけるデジタル化が急速に進む中にあって、都市のあり方や必要な機能などが見直されてきている。
そうした課題に真摯に向き合い、人々の活動と出会いから新たな創造が生まれ、活性化していくまちというコンセプト
が大変よく考えられている。

■自動車中心から LRT など公共交通を中心としたまちに変化させていくため、目的地と居住地の往復だけでなく、その途
中で気軽に立ち寄りたくなるようなまちを作っていこうとする考えが、宇都宮市の考えと合っており、それを具体化し
ていくアイデアに関しても配置などを含めしっかりと検討されている。

■通勤・通学者が多いまちの特性や農業・スポーツ・ジャズといった地域資源、LRT の特性など、宇都宮市の特徴や強み
を十分に理解した上で、それらを活かしたコンセプトや空間の使い方などを上手く考えており、これらの点を高く評価
した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（宇都宮市）
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